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小
笠
原
村
農
業
委
員
会
委
員
選
挙 

 

小
笠
原
村
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
次
の
と
お
り

執
行
さ
れ
ま
す
。
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
に
は
告
示
日
翌
日
に
投
票
所
入
場
券
を
郵
送
い
た

し
ま
す
。
但
し
、
立
候
補
者
が
定
数
を
超
え
な
い
場

合
は
、
無
投
票
と
な
り
ま
す
の
で
、
投
票
所
入
場
券

は
郵
送
い
た
し
ま
せ
ん
。 

 

【
告
示
日
】
４
月
13
日
（火
） 

【
立
候
補
受
付
】 

 

《
日
時
》
４
月
13
日
（火
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

 

《
場
所
》
村
役
場
議
事
堂 

 

◎
投
票
所 

【
第
２
投
票
区
（母
島
）】 

 
《
日
時
》
４
月
17
日
（土
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館 

【
第
１
投
票
区
（父
島
）】 

 

《
日
時
》
４
月
18
日
（日
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

《
場
所
》
村
役
場
議
事
堂 

 

◎
期
日
前
投
票
所 

【
第
１
投
票
区
（父
島
）】 

《
日
時
》
４
月
14
日
（水
）～
17
日
（土
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時 

《
場
所
》
村
役
場
議
事
堂 

【
第
２
投
票
区
（母
島
）】 

《
日
時
》
４
月
14
日
（水
）～
16
日
（金
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時 

《
場
所
》
村
役
場
母
島
支
所 

 

【
選
挙
会
】 

 

《
日
時
》
４
月
18
日
（日
）午
後
６
時
～ 

《
場
所
》
村
役
場
議
事
堂 

 

●
問
合
せ
先 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

情
報
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間
の
変
更 

  

利
用
者
の
方
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
、
４
月
１
日

よ
り
開
館
時
間
を
次
の
よ
う
に
変
更
い
た
し
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま 

す
。 

【
開
館
時
間
】 

 
 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分 

※
休
館
日
は
、
変
更
な
く
毎
週
日
曜
日
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

情
報
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
３
７
８
０ 

 

「
子
ど
も
手
当
」
の
支
給
開
始 

  

４
月
１
日
よ
り
、「
子
ど
も
手
当
」
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。 

「
子
ど
も
手
当
」
と
は
、
児
童
手
当
に
替
わ
り
中

学
校
終
了
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
、
一
律
１
万
３
千

円
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。 

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
特

に
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
か
ら
中
学

校
２
、
３
年
生
に
な
る
お
子
様
の
い
る
世
帯
、
平
成

21
年
度
に
支
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
世
帯
に
は
、
４

月
中
に
申
請
書
を
ご
自
宅
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
村
民
課
福
祉
係
ま
た
は
母
島
支
所
ま
で
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
の
際
は
、「
保
険
証
」「
振

込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

子
ど
も
手
当
の
支
給
は
、
児
童
手
当
と
同
じ
く
年

３
回
（６
月
、
10
月
、
２
月
）と
な
り
ま
す
。
次
回
支

給
（６
月
）に
つ
い
て
は
、２
・
３
月
分
を
児
童
手
当
、

４
・
５
月
分
は
子
ど
も
手
当
と
し
て
合
算
し
て
支
給

し
ま
す
。
６
月
上
旬
に
お
送
り
す
る
予
定
の
「
支
払

通
知
書
」
に
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
公
務
員
の
方
は
各
所
属
先
か
ら
の
支
給
に

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
勤
務
先
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

※
今
後
、「
子
ど
も
手
当
」
制
度
の
変
更
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
２
―
３
９
３
９ 

地
域
振
興
に
係
る 

補
助
事
業
の
募
集
（第
１
回
） 

  

（財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
地

域
の
地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体
・
グ
ル
ー

プ
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を 

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
補
助
対
象
団
体
】 

 

概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
構
成
さ
れ
、
振

興
公
社
が
補
助
す
る
事
業
に
相
応
し
い
計
画
な
ど

を
持
つ
グ
ル
ー
プ
、
団
体 

【
対
象
事
業
】 

①
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

②
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

③
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０

万
円
（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）を
上
限
と
す
る
。 

な
お
、
補
助
事
業
の
う
ち
、
視
察
に
関
す
る
も

の
は
、
補
助
の
対
象
と
し
な
い
。 

【
事
業
期
間
】 

 
 

平
成
23
年
３
月
末
日
ま
で 

【
提
出
書
類
】 

計
画
書
お
よ
び
収
支
計
画
書
（指
定
様
式
）、 

会
の
規
約
、
会
員
名
簿 

※
補
助
金
交
付
要
綱
は
総
務
課
で
配
布 

【
提
出
期
限
】
４
月
26
日
（月
） 

【
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

【
注
意
事
項
】 

 
 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
を
審
査･

決
定
し
ま
す
の
で
、
計
画
書
に
は
事
業
の
内
容
、
目

的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

3/29 現在 

父島 

97.5/100 

母島 

100/100 

2 月気象状況   （父島）

最高気温   24.0℃ 

最低気温   13.0℃ 

平均気温   19.2℃ 

平均湿度   73％ 

月降水量   71.5mm

住民基本台帳登録者数（3/1）  
 

 

             2,489 人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,035 人   454 人 
 

 

 

  世帯      1,086    233 

ＮＯ．５６７ 

平成 22 年(2010) 

４/１(木) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり
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本年度予算につきましては、第３次小笠原村総合計画（後期５か年

計画）における基本構想・基本計画に基づき、予算編成を行いました。

【重点項目】 

① 航空路開設に向けたＰＩの推進 

② 観光客増加を目指した集客対策事業の取り組みおよびエコツー 

リズムを基軸とした観光産業の振興 

③ 自然環境の保全と活用並びに世界自然遺産登録に向けた施策の

展開 

④ 複合施設、上下水、浄化槽、道路等の生活基盤施設の整備 

⑤ 保健、福祉、医療、教育の充実 
 

 また、「複合施設の開設およびその運営」「母島における高齢者介護

施策の充実（高齢者在宅介護施設の充実を含む）」「簡易水道事業の改

善（父島浄水場の移転、母島浄水場の改築推進を含む）」を平成２２年

度の予算編成における最重点項目としています。 

 一般会計予算は、総額 39 億 5,208 万円で前年度当初予算と比較す

ると、7億 4,170万 2千円、15.8%の減となっています。 

【会計別予算計上額】 

  金額（千円） 構成比（％）

一般会計 3,952,080 77.1

国民健康保険特別会計 256,599 5.0

簡易水道事業特別会計 345,769 6.8

老人保健特別会計 668 0.0

宅地造成事業特別会計 29,247 0.6

介護保険(保険事業勘定)特別会計 76,454 1.5

介護保険(介護ｻｰﾋﾞｽ事業勘定)特別会計 146,727 2.9

下水道事業特別会計 231,709 4.5

浄化槽事業特別会計 56,135 1.1

後期高齢者医療特別会計 26,725 0.5

計 5,122,113 100.0

平成２２年度一般会計歳出予算 

【歳入の主な増減（前年度比）】 
●村税（0.3%減）  

 前年度より1,206千円減となりました。村民税個人、固定資産税、国有資産等所在

市町村交付金および納付金が減少しました。  

●地方交付税（3.8%増）  

 すべての自治体が一定水準の行政サービスを行えるよう国が交付するもので

す。前年度より 46,295 千円の増額となっています。  

●使用料及手数料（4.8%増）  

 インターネット接続サービスの加入世帯の増加によるインターネット使用料、その

他有料老人ホーム開設等により 9,559 千円の増額となっています。  

●国庫支出金（57.8%減）  

 子ども手当、道路整備費などが増額となりましたが、複合施設整備費の事業費減

が大きく、前年度より 435,215 千円の減額となっています。  

●都支出金（6.0%減）  

 市町村総合交付金、高齢社会対策、子育て推進交付金、観光施設整備費が増額

していますが、やはり複合施設関連の補助金が大きく減少し 57,954 千円の減額と

なっています。  

●繰入金（35.0%減）  

 基金の取り崩しや特別会計からの収入で、財政調整基金から124,367千円、産業

振興基金から12,000千円、宅地造成事業特別会計から25,790千円繰り入れます。 

●村債（35.1%減）  

 村が施設建設や大規模事業を行うために借入れる資金で、複合施設および看護

師住宅建設等事業費の減により 200,700 千円の減額となっています。  

【歳出の主な増減（前年度比）】 
●総務費（12.9%減）  

 主に行政運営に必要な経費です。昨年度実施した地上波デジタル放送対応工

事を含むテレビ関連事業の減額分が大きく、前年度より 166,747 千円の減額となっ

ています。  

●民生費（5.2%減）  

 障害者、高齢者、児童福祉等のための経費で、本年秋に開設予定の有料老人ホ

ーム運営経費、母島の高齢者在宅介護施設整備費、子ども手当分が増額となりま

したが、複合施設整備の減額分が大きく、前年度より 38,077 千円の減額となってい

ます。  

●衛生費（44.4%減）  

 保健衛生や環境対策、ごみ処理等のための経費で、新診療所開設による運営

費、大根山霊園法面改修、ヒブワクチン予防接種助成などの増額はありますが、複

合施設整備分の減額が大きく、前年度より 760,251 千円の減額となっています。  

●商工費（23.0%増）  

 商工業、観光事業のための経費で、集客対策事業が減額となっているものの、遊

歩道整備の事業費増、歩行者用観光案内標識設置などにより、前年度より 40,549

千円の増額となっています。  

●土木費（84.4%増）  

 道路建設や公園整備、まちづくりのための経費で、国有地維持管理、道路整備

事業費の増額により、前年度より 69,924 千円の増額となっています。  

●消防費（17.2%減）  

 主に消防団に要する経費で、小型可搬ポンプの更新を行いますが、昨年度消防

団の制服を更新した分の減額により、前年度より 1,953 千円の減額となっていま

す。  

●教育費（2.4%減）  

 教育の充実やスポーツ・文化の振興のための経費で、学校施設改修費、ロース

記念館屋根の葺き替えなどの増額分はありますが、教育委員会事務局経費の減

額、小中学校のパソコンリース料の減額により、前年度より 4,464 千円の減額となっ

ています。  

国有提供施設等 

所在市町村交付金

151,475 千円 

（3.8％）

使用料及手数料 

210,273 千円 

（5.3％） 

総務費 

1,120,920 千円

（28.3％）

議会費 

60,168 千円 

（1.5％）

その他 

30,673 千円 

（0.8％）

民生費 

696,198 千円 

（17.6％）

衛生費 

951,255 千円 

（24.1％）

農林水産業費 

62,980 千円 

（1.6％）

商工費 

217,070 千円 

（5.5％）

教育費 

178,274 千円 

（4.5％）

公債費 

472,315 千円 

（12.0％）消防費 

9,430 千円 

（0.2％）

平成２２年度小笠原村の予算 

歳 出 

３,９５２,０８０千円 

土木費 

152,797 千円 

（3.9％）

●問合せ先 財政課財政係 ２―３１１２ 

平成２２年度一般会計歳入予算 

歳 入 

３,９５２,０８０千円 

村税 

418,061 千円

（10.6％） 

地方贈与税等

52,906 千円 

（1.4％） 

地方交付税 

1,251,668千円

（31.77％） 

分担金及負担金 

26222 千円 

（0.7％） 

国庫支出金 

317,450 千円 

（8.0％） 

都支出金 

905,927 千円 

（22.9％） 

財産収入 

28,835 千円 

（0.7.％） 

繰入金 

162,161 千円 

（4.1％） 

村債 

370.900 千円 

（9.4％） 

その他 

56,202 千円（1.4％） 
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第３次小笠原村総合計画 平成２２年度予算反映状況 

 

小笠原村では、総合的・計画的な行政の運営を図るために、第３次小笠原村総合計画を策定し、これに則して事務の処理を行

っています。この総合計画は、地方自治法第２条第４項に規定されている「基本構想」と、基本構想実現のための具体的な事業

計画を定めている「基本計画」からなり、その施策ごとの平成２２年度予算への反映状況は下表のとおりです。 
 

章 節 予算額（千円） 主要事業項目 

第１章 人と自然が共生する村 

 

１ 計画的な土地利用 0 計画的な土地利用検討、有効活用促進 

２ 自然環境の保全と活用 4,279 外来種啓発事業、エコツーリズム推進、世界自然遺産啓蒙 ほか

小 計 4,279  

第２章 快適に暮らせる村 

 

１ 航空路の早期開設 17,692 早期開設の推進、普及啓発 

２ 交通環境の整備 106,862 村営バスの運行、村道改良、村道災害防除 ほか 

３ 情報通信体制の整備 59,680 地デジ難視聴対策放送運用、情報通信サービス提供 ほか 

４ 良好な住環境の整備 3,150 検討、要望 

５ 上・下水道の整備 325,368 扇浦浄水場移設基本設計、配水池更新、浄化槽設置 ほか 

６ 循環型社会の構築 170,369 ごみ処理・リサイクル経費、施設改修 ほか 

７ 生活環境の向上 25,151 シロアリ対策、野ネコ対策、美化運動支援 ほか 

小  計 708,272  

第３章 活力ある産業で自立発展する村 

 

１ 活力ある農業の振興 9,568 有害鳥獣駆除、運賃補助、農産物販売促進事業 ほか 

２ 安定した水産業の展開 16,965 シマアジ稚魚放流、運賃補助、水産物販売促進事業 ほか 

３ 魅力ある観光拠点の整備 651 団体事業補助 ほか 

４ 観光客受入体制とＰＲ活動の強化 84,489 金融支援、メディアタイアップ事業、集客対策事業 ほか 

５ 小笠原ブランドの確立 12,505 観光宣伝事業、観光親善大使事業 ほか 

６ 親しまれる商業地の整備 - 検討 

７ 産業間の連携 100 産業祭開催 ほか 

小  計 124,278  

第４章 すべての人が安心して暮らせる村 

 

１ 保健・医療・介護の充実 867,653 健康診断、診療所運営、母島介護施設整備 ほか 

２ 福祉の充実 51,874 社会福祉協議会運営費補助、保育園改修、障害者自立支援 ほか

３ 衛生施設の整備 - 検討 

４ 消防防災体制の充実 14,223 防災備蓄倉庫改修、備蓄品購入、消火栓新設 ほか 

小  計 933,750  

第５章 豊かな心でゆとりを持って暮らせる村 

 

１ 学校教育の充実 61,097 校舎改修、備品整備、英会話教育実施 ほか 

２ 生涯学習の環境整備 211 施設管理、学習機会創出 ほか 

３ 小笠原文化の振興 12,773 文化団体支援、村文化財指定・保存、資料収集 ほか 

４ 村民総スポーツの推進 4,313 スポーツ団体支援、体育施設整備 ほか 

５ 国際化への対応 - 国際交流の促進 ほか 

６ 硫黄島への対応 36,018 硫黄島訪島事業の実施、遺骨収集事業の促進 

小  計 114,412   

第６章 国民のオアシスを提供する村 

 

１ エコツアーの実施 57,863 エコツーリズム協議会運営、遊歩道・園地整備 ほか 

２ 小笠原らしい景観形成 137 街並み景観づくり推進 ほか 

小 計 58,000  

第７章 計画実現のために 

 

 

 

 

 

１ 村民参加システムの確立 1,453 村民だより発行 ほか 

２ 効率的な行財政運営の確立 37,671 総合行政・文書管理システム運用 ほか 

３ 職員の資質向上 1,498 研修参加負担金 ほか 

４ 関係機関への要請 - 要請 

小  計 40,622  

総   計 1,983,613   
 

（注）本表は第３次小笠原村総合計画の項目ごとの事業経費であり、経常的な経費は含んでいないため、平成２２年度予算総額とは一致しません。 

 
●問合せ先 総務課企画政策室 ２―３１１１ 



  NO．567   平成 22（2010）年 4 月 1 日（木）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-4- 

母
島
の
消
防
車
が
新
し
く
な
り
ま
し
た 

  

３
月
下
旬
に
母
島

に
新
し
い
消
防
車
が

到
着
し
ま
し
た
。
到

着
後
、
早
速
母
島
の

消
防
団
員
に
よ
っ
て

試
乗
と
性
能
確
認
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
後
は
こ
の
消
防

車
が
母
島
の
安
全
を

守
っ
て
い
き
ま
す
。 

  

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧 

お
よ
び
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧 

  

固
定
資
産
税
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決
定

し
、
こ
の
価
格
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
な
ど
は
、
こ
の
価
格

を
知
る
た
め
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
（名
寄
帳
）の
閲

覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
村
内
の
他
の

土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
価
格

な
ど
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】 

 

《
期
間
》
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日 

 
 
 
 
 

（土
日
・
休
日
を
除
く
） 

 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
 
 
 
 

（正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
】 

 

《
期
間
》
４
月
１
日
～
４
月
30
日 

 
 
 
 
 

（土
日
・
休
日
を
除
く
） 

 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
 
 
 
 

（正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
】 

 

《
父
島
》
財
政
課
税
務
係 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 
 ●

問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

固
定
資
産
税
の
納
付
期
限 

 

平
成
22
年
度
固
定
資
産
税
第
１
期
の
納
付
期
限

は
、
４
月
30
日
（金
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
を
申
し
込
ま
れ
て
い

る
方
は
、
口
座
の
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 
国
民
年
金
に
つ
い
て 

 

◎
平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料 

 

国
民
年
金
保
険
料
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
対

応
し
、
制
度
の
安
定
を
図
る
た
め
、
平
成
17
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
間
、
年
度
ご
と
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
４
４
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
１
万
５
１
０
０
円
と

な
り
ま
す
。 

な
お
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
、

受
け
取
る
年
金
が
少
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保

険
料
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。 

 
 ◎

平
成
22
年
度
の
年
金
額 

 

平
成
22
年
度
の
年
金
額
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
規

定
に
基
づ
き
、
据
え
置
き
と
な
り
ま
す
。 

【
老
齢
基
礎
年
金
額
（年
額
）】
79
万
２
１
０
０
円 

【
障
害
基
礎
年
金
（年
額
）】 

 

《
一
級
》
99
万
１
０
０
円 

 

《
二
級
》
79
万
２
１
０
０
円 

【
遺
族
基
礎
年
金
（年
額
）】
79
万
２
１
０
０
円 

【
遺
族
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
額
（年
額
）】 

《
第
一
子
お
よ
び
第
二
子
》 

 
 
 

22
万
７
９
０
０
円 

《
第
三
子
以
降
》 

 
 
 

７
万
５
９
０
０
円 

 

◎
住
所
変
更
の
お
手
続
き 

  

日
本
年
金
機
構
で
は
、
皆
様
の
保
険
料
納
付
実
績

や
年
金
の
見
込
み
額
な
ど
を
記
載
し
た
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
を
、
誕
生
月
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
。 

住
所
に
変
更
が
あ
っ
た
方
で
、
届
出
が
お
済
み
で

な
い
場
合
は
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
な
ど
の
各
種
お

知
ら
せ
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
変
更
が
あ

っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
変
更
届
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
届
出
先
】 

《
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
》 

村
民
課
住
民
係
お
よ
び
母
島
支
所 

《
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者
お
よ
び
そ
の
被

扶
養
配
偶
者
》 

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者
の
勤
務
先
を

経
由
し
、
管
轄
す
る
年
金
事
務
所 

《
年
金
受
給
者
・
60
歳
以
上
で
年
金
を
受
け
取
ら

れ
て
い
な
い
方
（
裁
定
請
求
済
み
で
現
在
停
止

に
な
っ
て
い
る
方
も
含
む
）》 

港
年
金
事
務
所 

 

◎
学
生
納
付
特
例
制
度 

 

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
の
収
入

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中

の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

申
請
を
行
わ
ず
、
保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
だ
と
、

不
慮
の
事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
障
害
基
礎
年
金
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

港
年
金
事
務
所
０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

平
成
22
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療 

保
険
料
納
期
な
ど
に
つ
い
て 

  

平
成
22
年
度
保
険
料
は
、
東
京
都
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
７
月
下
旬
ま
で
に
確
定
（
決
定
）
さ 

れ
、
８
月
上
旬
ま
で
に
そ
の
決
定
通
知
書
と
納
入
通

知
書
を
小
笠
原
村
か
ら
送
付
す
る
予
定
で
す
。 

【
普
通
徴
収
の
方
】 

確
定
し
た
保
険
料
を
、
８
月
・
10
月
・
12
月
・

翌
年
２
月
の
納
期
毎
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。 

【
特
別
徴
収
の
方
】 

４
月
支
給
の
年
金
か
ら
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま

す
。
７
月
の
保
険
料
の
確
定
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま

で
に
仮
徴
収
さ
れ
た
額
を
控
除
し
た
残
額
を
、
10

月
以
降
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

※
原
則
と
し
て
、
保
険
料
は
年
金
の
支
給
時
に
天

引
き
さ
れ
る
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
が
、
口
座

振
替
に
よ
る
普
通
徴
収
で
の
払
込
を
「
選
択
」

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
さ
れ
る
方 

は
、
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
窓
口
に
て
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
届
出
か
ら
手
続

き
完
了
ま
で
２
月
以
上
か
か
り
ま
す
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
の

皆
様
に
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
制
度
を
支
え
る
若
年
世

代
の
方
々
に
も
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
東

京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
広
報
誌
「
東

京
い
き
い
き
通
信
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
次
回
は

４
月
初
旬
ご
ろ
に
各
戸
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

内
容
は
、
平
成
22
・
23
年
度
の
保
険
料
率
の
決

定
や
特
別
対
策
の
保
険
料
負
担
軽
減
、「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
の
国
に
よ
る
検
討
状
況
な
ど
に
つ
い
て

掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

※
制
度
の
し
く
み
や
運
営
な
ど
は
、
広
域
連
合
の
お

問
合
せ
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 
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【
広
域
連
合
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
】 

《
開
設
時
間
》
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
平
日

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

《
連
絡
先
》
０
５
７
０
―
０
８
６
―
５
１
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ハ
ロ
ー
コ
ウ
イ
キ
） 

 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
７
０
―
０
８
６
―
０
７
５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

（ハ
ロ
ー
75
） 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
４
月
14
日
（水
）
午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田 

捷
夫 

 

《
住 

  

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

 

《
連
絡
先
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録 

 

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
主
に
は
、
生
涯
１
回
の

登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

次
の
日
程
で
定
期
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

◎
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程 

 

【
父
島
】 

 

《
日
程
》
４
月
13
日
（火
）
午
前
９
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
母
島
】 

 

《
日
程
》
４
月
14
日
（水
）
午
前
10
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
費
用
】
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

予
防
注
射
の
み 

 
 
 

３
５
５
０
円 

 
 

予
防
注
射
と
新
規
登
録 

６
５
５
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
９
５
１ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

 

【
課
長
級
】 

総
務
課
副
参
事
（
Ｉ
Ｔ
推
進
担
当
） 

 
 

鈴
木 

敏
之
《
総
務
課
副
参
事
（
Ｉ
Ｔ
推
進
担
当
）

（
Ｉ
Ｔ
推
進
係
長
事
務
取
扱
）》 

村
民
課
長 

 
 

斎
藤 

実
《
議
会
事
務
局
長
》 

 

母
島
支
所
長 

 
 

江
尻 

康
弘
《
総
務
課
副
参
事
》 

 
教
育
課
長 

 
 

佐
々
木 

英
樹
《
村
民
課
長
》 

 

議
会
事
務
局
長 

 
 

セ
ー
ボ
レ
ー 

孝
《
教
育
課
長
》 

【
課
長
補
佐
級
】 

 

建
設
水
道
課
課
長
補
佐 

 
 

繁
藝 

則
仁
《
母
島
支
所
課
長
補
佐
》 

建
設
水
道
課
課
長
補
佐
〔
昇
格
〕 

 

岩
本 

弘
幸
《
建
設
水
道
課
主
査)

》 

建
設
水
道
課
課
長
補
佐
〔
昇
格
〕 

 
 

老
松 

宏
孝
《
建
設
水
道
課
主
査
》 

【
係
長
級
】 

 

総
務
課
総
務
係
主
査 

 
 

畔
上 

智
武
《
村
民
課
福
祉
係
主
査
》 

 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
長 

 
 

町
井 

和
博
《
総
務
課
総
務
係
主
査
》 

 

村
民
課
福
祉
係
主
査 

 
 

浅
賀 

享
平
《
村
民
課
住
民
係
主
査
》 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
査 

 
 

工
藤 

弘
《
教
育
課
教
育
係
長
》 

 

母
島
支
所
施
設
係
主
査 

 
 

原
田 

和
茂
《
建
設
水
道
課
主
査
》 

 

教
育
課
教
育
係
長 

 

及
川 

英
典
《
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
査
》 

医
療
課
診
療
所
係
主
査
〔
昇
格
〕 

 
 

嶋 

太
郎
《
医
療
課
診
療
所
係
主
任
》 

 

 

建
設
水
道
課
主
査
〔
昇
格
〕 

 
 

百
瀬 

和
明
《
建
設
水
道
課
主
任
》 

【
主
任
級
】 

総
務
課
企
画
政
策
室
主
任 

 

和
田 

東
《
総
務
課
総
務
係
主
任
》 

【
採
用
】 

総
務
課
付 

 

渡
邉 

晃
次 

村
民
課
付 

安
田 

笑
子
〔
保
健
師
〕 

医
療
課
付(

父
島
診
療
所)  

木
村 

幸
子
〔
看
護
師
〕 

 

【
派
遣
職
員
（
着
任
）】 

 

総
務
課
企
画
政
策
室
副
参
事 

 
 

柴
垣 

佳
久
《
東
京
都
》 

 

医
療
課
診
療
所
係
（
父
島
診
療
所
） 

 
 

藤
原 

正
識
〔
医
師
〕《
東
京
都
》 

医
療
課
診
療
所
係
（
母
島
診
療
所
） 

 
 

堀
家 

英
之
〔
医
師
〕《
東
京
都
》 

【
派
遣
職
員
（
帰
任
）】 

東
京
都 

 
 

岩
本 

誠
《
総
務
課
企
画
政
策
室
副
参
事
》 

 
 

小
野
川 

淳
〔
医
師
〕 

 
 

 
 
 
 
 
 

《
診
療
所
診
療
所
係
（
父
島
診
療
所
）》 

 
 

三
好 

雄
二
〔
医
師
〕 

 
 
 
 
 
 

《
診
療
所
診
療
所
係
（
母
島
診
療
所
）》 

【
退
職
】
３
月
31
日
付 

 
 

長
堀 

茂
《
母
島
支
所
長
》 

 
 

常
磐 

佳
子
〔
保
育
士
〕《
村
民
課
福
祉
係
》 

後
平 

な
お
み
〔
助
産
師
〕 

《
医
療
課(

父
島
診
療
所)

》 

    

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、４
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
４
月
12
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

国
有
林
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付 

  

母
島
に
お
い
て
保
護
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実

施
し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
18
日
（日
）
午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

【
必
要
な
も
の
】 

 
 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（免
許
証
な
ど
）、
③
11
枚
綴
り
の
「村
民
の

皆
様
へ
」
（※
） 

※
「
村
民
の
皆
様
へ
」
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
村
に

新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
に
、
村
役
場
村
民
課
ま
た

は
母
島
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
お
持
ち
で

な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
年
間
入
林
申
請
（
年
間
パ
ス
）
を
受
け
て
い
る
方 

は
、
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

◎
指
定
ル
ー
ト
の
削
除 

次
の
指
定
ル
ー
ト
は
、
２
月
に
開
催
さ
れ
た
森
林

生
態
系
保
護
地
域
保
全
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
指

定
ル
ー
ト
か
ら
削
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

【
野
羊
山
ル
ー
ト
】 

 
 

昨
年
４
月
の
大
雨
に
よ
り
、
一
部
路
肩
が
崩
落

し
、
危
険
な
た
め
、
削
除
し
ま
し
た
。 

【
長
浜
ル
ー
ト
】 

 
 

指
定
ル
ー
ト
途
中
の
大
岩
の
崩
落
の
危
険
、
亀

裂
や
沢
の
両
側
斜
面
の
崩
落
等
の
危
険
が
あ
る
た

４
月
１
日
付 

《 

》
内
は
旧
所
属 
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め
、大
岩
か
ら
下
流
部
分
を
削
除
し
ま
し
た
（ル
ー

ト
の
終
点
に
は
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
）。 

 

◎
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
の
設
置 

 

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
や
小
笠

原
固
有
森
林
生
態
系
の
保
全
・
保
護
、
移
入
種
対
策

等
を
推
進
す
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
、
総

合
事
務
所
３
階
（国
有
林
課
内
）に
「
関
東
森
林
管
理

局
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
（３
名
体
制
）し
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 

自
衛
官
募
集 

 

【
募
集
種
目
】
一
般
曹
候
補
生 

【
対
象
年
齢
】
18
歳
以
上 

27
歳
未
満 

【
受
付
期
間
】
４
月
１
日
（木
）～
５
月
10
日
（月
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部 

 
 

大
田
出
張
所 

０
３
―
３
７
３
６
―
４
２
７
１ 

 

東
京
都
小
笠
原
住
宅 

あ
き
家
入
居
者
募
集 

 

【
募
集
対
象
】 

平
成
22
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
５
月

31
日
ま
で
に
発
生
す
る
あ
き
家
住
宅
（
母
島
に
つ

い
て
は
、
６
月
１
日
時
点
で
あ
き
家
に
な
っ
て
い

る
住
宅
を
含
む
） 

【
申
込
資
格
】 

① 

昭
和
19
年
３
月
31
日
に
小
笠
原
に
住
所
を

有
し
、
昭
和
43
年
６
月
25
日
に
小
笠
原
諸
島

以
外
の
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
方

で
、
小
笠
原
諸
島
に
永
住
を
希
望
す
る
方 

② 

①
の
配
偶
者
ま
た
は
直
系
血
族
の
方
で
小
笠

原
に
永
住
を
希
望
す
る
方 

③ 

申
込
日
現
在
、小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
、

小
笠
原
村
に
居
住
し
て
い
る
方 

【
申
込
期
間
】 

 
 

４
月
12
日
（月
）
～
23
日
（金
） 

 
 

※
郵
送
の
場
合
は
23
日
（金
）の
消
印
有
効 

【
募
集
案
内
配
布
】 

 
 

４
月
12
日
か
ら
23
日
ま
で
の
間
、
「
募
集
案

内
」を
次
の
場
所
で
配
布
し
ま
す
。 

 

○
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 

○
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 

○
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー 

 

○
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課 

 
●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
住
宅
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

東
京
都
科
学
技
術
週
間 

 
 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

施
設
公
開
＆
園
芸
教
室 

 
 

研
究
施
設
を
一
般
公
開
す
る
と
と
も
に
、
園
芸
教

室
等
を
開
催
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】
４
月
17
日
（土
） 

午
前
10
時
～
午
後
３
時 

【
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

【
内
容
】 

○
施
設
公
開
（午
前
10
時
～
午
後
３
時
） 

○
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（午
前
10
時
～
午
後
２
時
） 

○
丸
太
切
り
体
験
（午
後
１
時
～
３
時
） 

 

○
ヒ
ヨ
コ
と
遊
ぼ
う
！
（午
前
11
時
～
午
後
３
時
） 

○
苗
木
即
売
会
（午
前
10
時
～
午
後
３
時
） 

 
 
 
 
 

 

○
園
芸
教
室
（パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
挿
木
体

験
ほ
か
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
１
０
４ 

小
笠
原
高
校
図
書
館
開
放
日
の
変
更 

  

４
月
よ
り
、
図
書
館
開
放
日
を
日
曜
日
に
変
更
い

た
し
ま
す
。 

【
開
放
日
】
毎
週
日
曜
日 

※
開
放
日
は
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【
開
放
時
間
】】
午
後
２
時
～
４
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 

２
―
２
３
４
６ 

 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

  

４
月
６
日
（火
）か
ら
４
月
15
日
（木
）ま
で
の
10

日
間
、「
や
さ
し
さ
が 

走
る
こ
の
街 

こ
の
道
路
」
を

メ
ー
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

交
通
事
故
の
防
止
と
交
通
安
全
意
識
の
普
及
を
目

指
し
て
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
小
中
学
校
の

通
学
路
に
対
す
る
安
全
対
策
な
ど
、
様
々
な
対
策
を

推
進
し
ま
す
。 

安
全
運
転
を
心
が
け
る
と
伴
に
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
運
動
の
重
点
】 

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底 

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進 

○
飲
酒
運
転
の
根
絶 

○
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 

 

【
試
験
日
時
】
４
月
24
日
（土
）
午
前
９
時
～ 

【
申
込
締
切
】
４
月
23
日
（金
）
午
後
５
時 

 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

海
上
保
安
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
感
謝
状
の
贈
呈 

平
成
22
年
３
月
12
日
、
小
笠
原
海
上
保
安
署
長

は
海
難
救
助
活
動
に
貢
献
し
た
次
の
６
名
の
方
々
へ

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。 

 

髙
橋 

尚
人 

さ
ん 

庄
司 

奈
都
菜 

さ
ん 

森
田 

康
弘 

さ
ん 

江
口 

尚 

宏 

さ
ん 

荒
岡 

哲
也 

さ
ん 

庄
司 

哲 

也 

さ
ん 

 

６
名
の
方
は
、
昨
年
11
月
11
日
キ
ャ
ベ
ツ
ビ
ー

チ
に
お
い
て
遊
泳
中
の
高
齢
男
性
が
海
水
の
誤
飲
に

よ
る
呼
吸
困
難
か
ら
心
肺
停
止
状
態
と
な
っ
た
事
故

で
、
一
致
団
結
し
、
心
肺
蘇
生
を
行
い
、
無
事
救
助

し
ま
し
た
。 

 

◎
海
上
保
安
官
募
集 

【
採
用
予
定
人
数
】
１
７
０
名 

【
試
験
日
】
５
月
16
日
（日
） 

【
受
付
期
間
】
４
月
１
日
（木
）～
４
月
８
日
（木
） 

 

※
受
検
資
格
等
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番 

 

平
成
22
年
度
「
島
し
ょ
法
律
相
談
」 

 

～
電
話
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
～ 

  

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
々
が
、

法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
出
会
っ
た
時
の
た
め
に
、
電
話

に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま 

す
。 

【
相
談
日
】
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日 

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
電
話
で
ご
相
談
い
た
だ
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け
ま
す
が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の 

で
、
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

 

【
事
前
予
約
受
付
時
間
】 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

●
問
合
せ
先
・
相
談
・
事
前
予
約
受
付 

 
 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
都
民
の
声
課 

 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
２
４
５ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
（予
約
が
必
要
で
す
）。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
16
日
（金
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
17
日
（土
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

※
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を 
 

除
く 

※
次
回
は
、
６
月
の
予
定
で
す
。 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５  

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日
程
】
４
月
23
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
加
入
の
お
願
い 

 
 

皆
さ
ん
が
現
在
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
地
上
波
放
送

は
、
民
間
の
通
信
衛
星
を
介
し
て
本
土
の
電
波
を
送

信
、
小
笠
原
村
に
て
受
信
す
る
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
、
平
成
８
年
４
月
よ
り
本
土
の
テ
レ
ビ
放

送
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。 

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
は
、
通
信
衛
星
の
使
用

料
、
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
合
計
で
約
３
億
５
千

万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
東
京
都
・

放
送
事
業
者
・
小
笠
原
村
（村
民
を
含
む
）
で
分
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な
る
方
に
は
、
テ
レ

ビ
視
聴
管
理
組
合
に
加
入
い
た
だ
き
、
利
用
料
を
お

支
払
い
の
上
、
テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
を
ご
覧
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

加
入
、
住
所
変
更
、
お
よ
び
脱
退
の
手
続
き
の
際

に
は
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
現
在
の
地
上
波
テ
レ
ビ
送
受
信
シ
ス
テ
ム

は
６
月
末
で
終
了
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
の
テ
レ

ビ
受
信
は
光
ケ
ー
ブ
ル(

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ)

に
よ
る
受
信
、

も
し
く
は
個
人
で
の
衛
星
受
信
設
備
に
よ
る
も
の
の

み
と
な
り
ま
す
。 

７
月
以
降
の
利
用
料
に
つ
い
て
は
現
在
未
定
で
す

の
で
、
決
定
し
だ
い
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

【
利
用
料
】 

 
 

一
般
世
帯 

 
 
 

月
額
３
０
０
０
円 

 
 

事
業
所
・
旅
館
業 

月
額
５
２
０
０
円 

 

【
受
付
場
所
】 

テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
（村
役
場
第
２
庁
舎
） 

 
 

村
役
場
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

２
０
１
０
「こ
ど
も
の
読
書
週
間
」 

― 

た
ん
け
ん
し
た
い
な 

本
の
森 

―  
 

こ
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
本
を
、
こ
ど
も
た
ち
に
も

っ
と
本
を
読
む
場
所
を
と
の
願
い
か
ら
、
４
月
23
日

の
「
世
界
本
の
日
」「
子
ど
も
読
書
の
日
」
か
ら
３
週

間
（４
／
23
～
５
／
12
）２
０
１
０
年
「
こ
ど
も
の

読
書
週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

  

「
幼
少
の
時
か
ら
書
物
に
親
し
み
、
読
書
の
喜
び
や

楽
し
み
を
知
り
、
物
ご
と
を
正
し
く
判
断
す
る
力
を

つ
け
て
お
く
こ
と
が
、
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
ん

な
に
大
切
な
こ
と
か
…
。
こ
ど
も
に
読
書
を
勧
め
る

だ
け
で
な
く
、
大
人
に
と
っ
て
も
こ
ど
も
の
読
書
の

大
切
さ
を
考
え
る
と
き
、
そ
れ
が
『
こ
ど
も
の
読
書

週
間
』
で
す
。
（社
）読
書
推
進
運
動
協
議
会
よ
り
」 

  

昨
年
に
引
き
続
き
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
実
施
す
る

予
定
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
（
10
代
の
青
少
年
向
き
）
の
本

は
２
階
図
書
室
に
あ
り
、
大
人
に
も
読
め
る
絵
本
も

あ
り
ま
す
。 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
校
中
学
年
く
ら
い
ま
で
の
児

童
向
け
に
は
、
１
階
に
約
６
千
冊
（
09
年
に
は
４
４

９
２
冊
の
貸
出
が
あ
り
ま
し
た
）の
本
が
あ
り
ま
す
。

08
年
５
月
か
ら
一
時
的
に
、
福
祉
団
体
室
２
と
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
の
一
部
に
書
架
を
設
置
し
、

子
ど
も
の
本
を
分
割
し
て
移
転
・
開
架
し
て
い
ま
す
。

使
い
に
く
い
点
が
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

徐
々
に
改
善
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
図
書
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

２
０
０
５
年
度
よ
り
、
父
島
内
の
各
学
校
図
書
室

と
父
島
図
書
室
と
が
連
携
し
、図
書
室
を
充
実
さ
せ
、

こ
ど
も
の
読
書
を
推
進
す
る
よ
う
に
相
互
協
力
し
て

い
ま
す
。 

     

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
９
１
１ 

 
 

小
笠
原
小
学
校
図
書
室 

 

２
―
２
０
１
２ 

 
 

小
笠
原
中
学
校
図
書
室 

 

２
―
２
５
０
２ 

 
 

小
笠
原
高
校
図
書
館 

 
 

２
―
２
３
４
６ 

 

社
会
福
祉
法
人
明
老
会 

職
員
募
集 

 

◎
訪
問
介
護
員
（パ
ー
ト
） 

【
給
与
等
】
時
給
１
４
０
０
円
～ 

【
応
募
資
格
】
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上 

 

◎
訪
問
介
護
員
（非
常
勤
） 

【
給
与
等
】
日
給
９
１
０
０
円 

【
応
募
資
格
】
介
護
福
祉
士
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー 

 

経
験
３
年
以
上
、
普
通
運
転
免
許
（Ａ
Ｔ
可
） 

 

◎
介
護
員
（正
職
員
） 

【
給
与
等
】 

16
万
４
６
０
０
円
～
22
万
２
９
０
０
円 

【
応
募
資
格
】
介
護
福
祉
士
、
福
祉
分
野
で
の
経
験

３
年
以
上
、
普
通
運
転
免
許
（Ａ
Ｔ
可
） 

 

◎
看
護
師
（正
職
員
） 

【
給
与
等
】 

19
万
６
５
０
０
円
～
25
万
４
８
０
０
円 
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【
応
募
資
格
】
看
護
師
免
許
・
医
療
ま
た
は
福
祉
の

現
場
経
験
４
年
以
上
、
運
転
免
許
（Ａ
Ｔ
可
） 

 

詳
細
に
つ
い
て
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

応
募
に
つ
い
て
の
疑
問
な
ど
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

明
老
会
（担
当 

井
上
） 

２
―
３
９
１
１  

小
笠
原
タ
ー
ト
ロ
ン
参
加
者
募
集 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
40

周
年
を
機
に
復
活
し
た 

タ
ー
ト
ロ
ン
を
、
４
月
に
開
催
し
ま
す
。 

競
技
参
加
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
競
技
の
概
要
は
、
商
工
会
青
年
部
、
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ogasaw

ara-seinen

bu.com

）か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（大
村
海
岸
） 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を

維
持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク 

リ
ー
ン
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

タ
ー
ト
ロ
ン
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
前
に
、

日
々
利
用
し
て
い
る
大
村
海
岸
を
奇
麗
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
22
日
（木
）午
前
６
時
集
合 

 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

【
集
合
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場 

【
持
ち
物
】
お
持
ち
の
方
は
軍
手 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

                                       

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催 

 

◎
第
６
回
「
輪
の
あ
る
星
」 

 

【
日
時
】
４
月
28
日
（水
）午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
申
込
方
法
】 

 
 

小
学
校
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙
を
入
れ
て
く
だ

さ
い
。 

【
集
合
場
所
】
奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
４
月
27
日
（火
） 

 

※
詳
細
は
、
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
運
営
委
員
会 

 
 

事
務
局
（国
立
天
文
台
内
） 

官
谷
幸
利 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
７
３
３
３ 

     

小
笠
原
村
診
療
所
の
休
診
（父
島
） 

 

小
笠
原
村
診
療
所
は
、
新
施
設
へ
の
移
行
作
業
を

行
う
た
め
、
次
の
日
時
を
休
診
と
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
救
急
患
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
１
１
９
番
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

【
休
診
日
時
】 

 

《
４
月
28
日
（水
）》 

午
後
１
時
30
分
～
５
時
15
分 

 

《
４
月
30
日
（金
）》 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

【
休
診
科
目
】
医
科
お
よ
び
歯
科 

 

※
新
施
設
は
、
５
月
１
日
（土
）よ
り
運
用
開
始
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
外
来
に
つ
き
ま
し
て
は
、

５
月
６
日
（木
）よ
り
診
察
を
開
始
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

眼
科
専
門
診
療 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
17
日
（土
）
午
後 

 
 
 
 
 
 

 

                                        

18
日
（日
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

 

                                        

19
日
（月
）
午
後 

 
 
 
 
 
 

 

                                        

20
日
（火
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

 

                                        

21
日
（水
）
午
前
・
午
後 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
22
日
（木
）
午
後 

 
 
 
 
 
 

 

                                        

23
日
（金
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

 

                                        

24
日
（土
）
午
前
・
午
後 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

○
秋
に
白
内
障
の
手
術
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

今
回
の
専
門
診
療
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

○
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

《
受
付
時
間
》 

午
前
８
時
（母
島
は
８
時
30
分
）～
11
時 

 
 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
４
月
７
日
（水
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】
上
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１

お
が
さ
わ
ら
丸
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２３，２５０ (+680) １１，６３０ (+340)

特 ２ 等 ３４，８７０ (+1,020) １７，４４０ (+510)

１ 等 ４６，５００ (+1,360) ２３，２５０ (+680)

特 １ 等 ５３，７６０ (+1,570) ２６，８９０ (+790)

特 等 ５８，１９０ (+1,700) ２９，１００ (+850)

２等（学割） １８，６１０ (+550)
２等 

（身体障害者割引） １１，６３０ (+340)  ５，８２０ (+170)
村民割引 

（往復）２等 ３４，８８０ (+1,020) １７，４５０ (+510)

貨
物
運
賃 

１ 等  品 １５，５０８ (＋304)

２  等  品 １４，４３７ (＋283)

３  等  品 １３，２８０ (＋260)

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５５３ (＋30)

０．０７５トン以下  １，１５７ (＋23)

４月の燃料油価格変動調整金 
 

 ４月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０

貨
物
運
賃 

１ 等  品 ８，７１７ （+653）

２  等  品 ８，１７２ （+612）

３  等  品 ７，６２８ （+572）

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８７３ （+65）

０．０７５トン以下 ６５８ （+49）

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，２９０ (+510) ２，１５０ (+260)

１ 等 ８，５８０ (+1,020) ４，２９０ (+510)

村民割引 
（往復）２等 ５，５８０ (+660) ２，８００ (+340)



  NO．567   平成 22（2010）年 4 月 1 日（木）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-9- 

                                       

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
都
合
に
よ
り
、
父
島
の
歯
科
健
診
お
よ
び

母
島
の
栄
養
相
談
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、 

９
，
10
か
月
、
1
歳
６
か
月
、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
８
日
（木
）午
後
２
時
～
３
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 
《
日
時
》
４
月
27
日
（火
）午
後
２
時
～
３
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 
村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

Ｈ
ⅰ
ｂ
（
ヒ
ブ
）
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

開
始
お
よ
び
接
種
費
用
の
助
成 

  

平
成
20
年
12
月
よ
り
国
内
で
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
が
開
始
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

小
笠
原
村
で
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の
助

成
を
開
始
致
し
ま
す
。 

※
Ｈ
ｉ
ｂ(

ヒ
ブ)

と
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ｂ
型
棹

菌
と
い
う
細
菌
名
の
略
で
、「
細
菌
性
髄
膜
炎
」
の

原
因
と
な
る
細
菌
で
す(

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
す)

。 
 

◎
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種 

【
対
象
者
】
２
か
月
以
上
～
５
歳
未
満
の
乳
幼
児 

（年
齢
に
よ
り
接
種
回
数
が
異
な
り
ま
す
） 

【
接
種
方
法
】
小
笠
原
村
診
療
所
ま
た
は
母
島
診
療

所
に
、
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
接
種
費
用
】
１
回
接
種
に
つ
き 

７
４
１
０
円 

●
予
防
接
種
予
約
先 

 
 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

◎
接
種
費
用
の
助
成 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
に
か
か
っ
た
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。 

【
助
成
方
法
】 

領
収
書
、
母
子
手
帳
を
村
民
課
福
祉
係
ま
た
は

母
島
支
所
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

【
助
成
額
】
１
回
に
つ
き 

上
限
５
０
０
０
円 

【
対
象
者
】
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
時
に
、
小
笠

原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方 

【
申
請
期
限
】
接
種
日
よ
り
、
１
年
以
内 

 

※
す
で
に
接
種
さ
れ
て
い
る
方
も
助
成
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
領
収
書
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参

の
上
、
村
民
課
福
祉
係
ま
た
は
母
島
支
所
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

    

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
新
し
く
小
笠
原
村
の
村
民
と
な
ら
れ
た
方
々
へ 

 

【
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
】 

 

現
在
、
小
笠
原
村
は
、
世
界
遺
産
条
約
に
基
づ
く

世
界
自
然
遺
産
の
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
22
年
１
月
26
日
に
は
、
国
連
教
育
科
学
文

化
機
関
（ユ
ネ
ス
コ
）に
推
薦
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
平
成
22
年
７
月
に
は
世
界
遺
産
委
員

会
の
諮
問
機
関
（Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）の
審
査
官
を
迎
え
て
評

価
を
受
け
、
世
界
的
価
値
観
を
認
め
ら
れ
れ
ば
、
平

成
23
年
７
月
の
世
界
遺
産
国
際
会
議
で
登
録
の
可

否
が
決
定
し
ま
す
。 

 

【
特
殊
で
繊
細
な
小
笠
原
の
自
然
】 

 

小
笠
原
諸
島
は
、
本
土
か
ら
南
に
約
１
０
０
０
㎞

離
れ
、
島
の
誕
生
以
来
大
陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ

と
が
無
い
海
洋
島
で
、
１
８
３
０
年
ま
で
定
住
者
は

お
ら
ず
、「
無
人
島
（ボ
ニ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
）」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。 

小
笠
原
は
、
近
年
ま
で
無
人
島
で
あ
っ
た
た
め
に

海
洋
島
の
生
態
系
が
良
く
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

小
笠
原
の
生
物
は
、
種
の
起
源
が
多
様
で
あ
り
、

独
自
の
進
化
の
過
程
で
、
多
く
の
固
有
種
を
生
み
出

し
た
ば
か
り
か
、
ま
た
、
そ
の
多
く
が
絶
滅
を
免
れ

現
存
し
、
今
な
お
進
行
中
の
進
化
の
過
程
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
小
笠
原
の
生
態
系
は
、
規
模
が
小
さ

い
う
え
に
競
争
が
少
な
い
た
め
非
常
に
壊
れ
や
す 

く
、
環
境
の
変
化
や
外
敵
の
侵
入
に
対
し
、
と
て
も

脆
弱
で
す
。
す
で
に
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
動
植
物
の

ほ
か
、
残
り
数
個
体
と
い
う
、
い
つ
絶
滅
し
て
も
不

思
議
で
な
い
ほ
ど
生
息
数
が
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

動
植
物
も
み
ら
れ
ま
す
。 

 

【
小
笠
原
の
自
然
を
守
る
た
め
に
】 

 

現
在
、
小
笠
原
の
生
態
系
は
、
人
間
の
活
動
に 

 

よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
「
外
来
種
」
の
影
響
に
よ
り

急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

外
来
種
の
新
た
な
拡
散
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
す
で

に
侵
入
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を
科
学
的
な
評
価
や 

デ
ー
タ
に
基
づ
き
適
切
に
駆
除
し
て
い
く
こ
と
は
遺

産
登
録
の
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
対
策
は
国
や
東
京
都
、
村
な
ど
の
行
政

機
関
が
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、
私
た
ち
村
民
一
人
一

人
が
協
力
・
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。 

 

【
外
来
種
の
拡
散
防
止
に
つ
い
て
】 

○
新
た
な
外
来
種
問
題
を
作
ら
な
い
た
め
に
も
、

島
外
か
ら
動
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
父
島
、母
島
以
外
の
属
島
に
上
陸
す
る
場
合
は
、

荷
物
の
中
に
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
な
ど
が
紛

れ
込
ん
で
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も

に
、
衣
服
に
外
来
植
物
の
種
が
つ
い
て
い
な
い

か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
陸
産
貝
類
の
一
番
の
天
敵
で
あ
る
プ
ラ
ナ
リ
ア

の
拡
散
を
防
ぐ
た
め
、
他
の
島
に
行
く
場
合
は

も
ち
ろ
ん
、
島
内
の
移
動
時
も
靴
底
の
泥
落
と

し
や
海
水
洗
浄
を
行
い
、
他
の
地
域
へ
の
拡
散

平成２２年度 小笠原村定期予防接種年間予定表 
 4 月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 ３月 

個
別
接
種 

三 種 混 合 
麻しん風しん混合 

日本脳炎１期 

Ｂ Ｃ Ｇ 

１(木) ６(木) ３(木) １(木) ５(木) ２(木) ７(木) ４(木) ２(木) ６(木) ３(木) ３(木)

集
団
接
種 

ポ リ オ      ２(木)      ３(木)

  

 受 付 時 間 接種場所 

父 島 
個別接種 午後３時３０分～4 時 小 笠 原 村 

診 療 所 集団接種 午後３時～３時３０分 

母 島 
個別接種 

午後３時３０分～4 時 母島診療所 
集団接種 

 

麻しん・風しんの対象者（保育園年長・中学１年生・高校３年生相当）  

および二種混合の対象者（小学校６年生相当）には、後日、詳しいスケジュー

ルと問診票を個別に通知いたします。 

母島の予防接種は、受付時間が変更となりましたので、ご注意ください。
 

●問合せ先 村民課福祉係 ２－３９３９ 
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を
防
ぐ
よ
う
常
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

○
父
島
・
母
島
の
約
60
％
は
森
林
生
態
系
保
護
地

域
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
等

で
山
域
を
利
用
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
利
用

講
習
会
を
受
講
し
、
利
用
ル
ー
ル
の
も
と
指
定

さ
れ
た
ル
ー
ト
で
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。 

 ◎
２
９
９
（ニ
ク
キ
ュ
ー
）の
会
の
活
動 

母
島
の
犬
・
猫
を
中
心
と
し
た
ペ
ッ
ト
飼
い
主
の

会
「
２
９
９
（ニ
ク
キ
ュ
ー
＝
肉
球
）の
会
」
の
活
動

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

【
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
の
周
知
】 

飼
い
主
同
士
が
声
を
掛
け
合
っ
て
、
迷
惑
を
か

け
な
い
飼
い
方
を
し
よ
う
と
話
し
あ
っ
て
い
ま
す
。 

犬
の
場
合
は
、「
散
歩
の
時
に
は
リ
ー
ド
を
つ

け
る
」「
外
で
フ
ン
を
し
た
場
合
に
は
必
ず
持
ち
帰

る
」な
ど
、本
来
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
で
す
が
、

で
き
て
い
な
い
飼
い
主
も
い
る
の
で
、
呼
び
掛
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

猫
の
場
合
は
、
現
在
外
で
飼
っ
て
い
る
猫
を
室

内
に
閉
じ
込
め
て
飼
う
の
は
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
集
落
内
の
猫
に
つ
い
て
は

お
よ
そ
80
～
90
％
ぐ
ら
い
避
妊
・
去
勢
が
完
了

し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
村
の
事
業
と
し
て
、
集
落
内
で
飼
い
主

が
い
な
い
猫
を
捕
獲
し
、
手
術
を
行
う
専
門
の 

チ
ー
ム
も
誕
生
し
て
い
ま
す
（集
落
内
で
餌
付
け

を
見
か
け
る
場
合
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
捕
獲
の
困
難
な
猫
を
捕
獲
カ
ゴ
に
慣
ら
す

た
め
の
作
業
で
す
）。 

 

今
後
も
、
自
然
を
守
り
な
が
ら
、
人
も
動
物
も
快

適
に
暮
せ
る
母
島
に
す
る
た
め
に
、
何
が
で
き
る
か

を
考
え
て
行
く
予
定
で
す
。 

※
掲
示
板
に
活
動
報
告
レ
タ
ー
を
掲
載
予
定
で
す
。 

 

●
「
２
９
９
の
会
」
問
合
せ
先 

 
 

有
賀 

 
 

０
９
０
―
３
０
６
０
―
８
４
９
３ 

 
 

有
川 

 
 

０
９
０
―
３
５
０
２
―
８
３
５
５ 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

  

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

 

「
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
？ 

」 
 

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
３
月
中
旬
は
、
ま
だ
ま

だ
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
。
毎
朝
30
分
間
、

父
島
の
三
日
月
山
展
望
台
（以
下
「
ウ
ェ
ザ
ー
」
）で

Ｏ
Ｗ
Ａ
が
実
施
し
て
い
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
定
点
観

測
調
査
で
は
、
３
月
16
日
に
今
シ
ー
ズ
ン
最
高
頭
数

19
頭
を
記
録
し
た
ば
か
り
で
す
。 

今
回
の
テ
ー
マ
は
ウ
ェ
ザ
ー
で
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を

見
る
事
が
で
き
る
時
期
に
つ
い
て
で
す
。
定
点
観
測

調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
、
初
め
て
確
認
さ
れ

た
日
（以
下
「
初
認
日
」
）と
最
後
に
確
認
さ
れ
た
日

（以
下
「
終
認
日
」
）に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
傾
向

を
見
て
み
ま
し
た
。 

                      

表
１
は
初
認
日
を
シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
整
理
し
た
も

の
で
す
。
最
も
早
か
っ
た
の
は
平
成
17
年
シ
ー
ズ
ン

の
12
月
４
日
で
、
最
も
遅
か
っ
た
の
は
平
成
12
年

シ
ー
ズ
ン
の
１
月
９
日
で
し
た
。
平
成
12
年
～
平
成

21
年
シ
ー
ズ
ン
ま
で
の
過
去
10
年
間
の
デ
ー
タ
か

ら
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
初
認
は
12
月
中
旬
に
多
い
事

が
分
か
り
ま
し
た
。 

表
２
は
終
認
日
を
シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
整
理
し
た
も

の
で
す
。
最
も
早
か
っ
た
の
は
平
成
13
年
シ
ー
ズ
ン

の
５
月
２
日
で
、
最
も
遅
か
っ
た
の
は
平
成
19
年 

シ
ー
ズ
ン
の
５
月
25
日
で
し
た
。
平
成
12
年
～
平

成
20
年
シ
ー
ズ
ン
ま
で
の
過
去
９
年
間
の
デ
ー
タ

か
ら
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
終
認
は
５
月
中
旬
に
多
い

事
が
分
か
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
（
平
成
21
年
）
は
い
つ
ま
で 

ウ
ェ
ザ
ー
か
ら
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
見
る
事
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
107 

 

小
笠
原
に
も
ゆ
か
り
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
式
捕
鯨
が

大
西
洋
沿
岸
で
始
ま
っ
た
の
は
、
１
６
５
０
年
ご
ろ

で
す
。
１
４
９
２
年
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
発

見
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
南
北
ア
メ
リ
カ
の
植

民
地
化
を
始
め
ま
す
。
当
時
は
、
灯
火
と
し
て
動
物

や
植
物
の
油
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
産

業
革
命
が
起
き
る
と
、
鯨
油
は
機
械
油
と
し
て
も
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
洗
剤

や
石
け
ん
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
に
、
ロ

シ
ア
で
は
、
最
近
ま
で
ジ
ェ
ッ
ト
機
や
宇
宙
船
に
も

使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
ロ
シ
ア
の
捕
鯨
を
継
続

さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ア
メ
リ
カ
式
捕
鯨
は
主
に
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
を
対

象
と
し
て
お
り
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
頭
に
あ
る
象

１
頭
分
ほ
ど
の
鯨
蝋
（脳
油
と
言
わ
れ
る
油
）を
取
る

こ
と
が
主
な
目
的
で
し
た
。
18
世
紀
の
終
わ
り
に
は

太
平
洋
で
も
捕
鯨
が
始
ま
り
、
１
８
０
０
年
代
に
な

る
と
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
が
捕
鯨
基
地
と
な
り
、
そ
の

後
、
ハ
ワ
イ
、
１
８
３
０
年
の
小
笠
原
と
立
て
続
け

に
捕
鯨
基
地
が
で
き
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
島

は
、
太
平
洋
に
横
一
列
に
並
び
、
ク
ロ
ウ
ミ
ガ
メ(

ゾ

ウ
ガ
メ
も
含
む)

や
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
大
繁
殖
地
で

す
。
大
航
海
時
代
か
ら
捕
鯨
時
代
と
、
ウ
ミ
ガ
メ
は

帆
船
に
と
っ
て
重
要
な
食
料
と
な
っ
て
い
た
の
で 

す
。
ア
メ
リ
カ
式
捕
鯨
が
衰
退
す
る
の
は
、
１
８
０

０
年
代
半
ば
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
金
鉱
が
発
見

さ
れ
、
過
酷
な
労
働
で
あ
る
捕
鯨
船
員
が
逃
げ
出
し

流
出
し
た
こ
と
と
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
で
石
油
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
で
鯨
油
の
需
要
が
減
っ
た
こ
と
が
原

因
で
し
た
。 

小
笠
原
は
ア
メ
リ
カ
式
捕
鯨
の
捕
鯨
基
地
と
し
て

は
完
成
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
反
面
、
欧
米
系

の
人
々
と
ハ
ワ
イ
の
人
々
の
移
住
に
よ
り
、
ウ
ミ
ガ

メ
の
食
文
化
は
継
承
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

※
先
月
の
村
民
だ
よ
り
「
海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
106
」
に
つ
い
て
、
冒
頭
の
「
１
９
４
２
年
」

は
「
１
４
９
２
年
」
の
誤
り
で
し
た
の
で
、
訂
正

い
た
し
ま
す
。 

 

               ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 
 

捕獲したアオウミガメを持ち帰る（明治初期頃） 

12月

上旬

12月

中旬

12月

下旬

1月

上旬

H12 1/9

H13 12/12

H14 12/8

H15 12/17

H16 12/14

H17 12/4

H18 12/11

H19 12/11

H20 12/25

H21 12/13

表１．シーズンごとの初認日

5月

上旬

5月

中旬

5月

下旬

H12 5/14

H13 5/2

H14 5/12

H15 5/14

H16 5/6

H17 5/8

H18 5/14

H19 5/25

H20 5/12

H21 - - -

表２．シーズンごとの終認日
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クジラ
 

保健師

 

クジラ
 

保健師
 

クジラ
 

保健師

   
 

クジラ

みかん

つつあり

果物の

健康を手

ダ

果

 が

  

 

―☆新陳

不規則

保つ働き

（柑橘類
 

―☆骨粗

果物に

果物の摂

度の低下

200グラ

567   平成

  
 

 

ラ：果物っ

師：はい、

果物を

ますよ

ラ：分かり

師：ちょ 

ラ：あ、そ

師：その調

 今月か

ラ：そうな

んやりんごな

ります。しか

の効果を知

手に入れませ

ダイエット

に最適！ 

果物と 

がん予防

果物と 

脳卒中 

心臓病！

果物と 

  女性！

陳代謝を上

則な生活が

きがある成

類、もも、

粗しょう症

に豊富に含

摂取は骨粗

下に予防的

ラムの目安 

成22（20

  
 

 

って、おい

日本には

を食べまし

よね！ 

りました

ちょっと

そうか。適

調子！ あ

からヒブワ

なのですか

ごなどの果物

しかし、日本

知り、「1 人

せんか。 

ト 果物

10 分

食べ過

吸収ス

！ 

と

中

！ 

 

200

摂取する

肺がん、

中でがん

になるよ

高血

が起こ

これを

血中コ

繊維、

―☆美

便秘

になる

摂取が

の両方

（りん

上げよう！

が続くと、

成分にはビ

キウイフ

症予防☆―

含まれてい

粗しょう症

的に働く可

： みかん２

010）年4

  

  

  

いしいだけ

は季節に合

しょう。果

！じゃあ、

と…、いく

適度に、ほ

あ、クジラ

ワクチンの

か！ あり

物には、が

本人の平均

人 1 日２

物は水分が多

分の１程度で

過ぎを抑え

スピードを緩

07年に世界

ることで発

、胃がん、

がん予防のた

よう勧めて

血圧、糖尿

こると脳卒

を防ぐには

コレステロ

、ビタミン

美容の大敵

秘は肌荒れの

ることもあり

がおススメ。

方が含まれて

んご、かき、

 ☆―  

新陳代謝が

ビタミンC、

フルーツ、び

― 

いるビタミン

症の予防に有

可能性がある

２コ、リンゴ

4月1日

   

  

  

けでなくて

合わせてお

果物はその

今日はり

くら体に良

ほど良くで

さん、こ

の予防接種

がとうご

がんをはじ

均摂取量は

２００ｇ以

が多く、高エ

です。また

えます。さ

緩めたりす

世界中の研究

発がんリス

食道がん

ため「果物

ています。

尿病、脂質

卒中、心臓の

はコレステ

ロールを下

ンE等を多

！ 便秘☆―

の原因にな

ります。ス

。水に溶け

ている果物

、もも、キ

がスムーズ

、ビタミン

びわ、かき

ンC、マグ

有効である

ることも分

ゴ１コ、キ

（木）    

  
 

 

て体にも良

おいしい果

のまま食べ

りんごにみ

良いからと

ですね。じ

この間息子

種費用の助

ございます

じめ、生活習

は111．６

以上の果物摂

エネルギー

た、果物に

さらに、食物

するため、

究報告をま

スクの低下が

ん、口腔・

物と野菜の摂

 

質異常症等が

の血管が詰

テロールを多

下げるなどの

多く含む果

☆―  

なるだけで

スムーズな

ける水溶性

物は、便秘

キウイフル

ズにいかな

ンE、ビタ

き などがお

グネシウム

ると考えら

分かりまし

キウイフルー

       

  
 

 

良いのです

果物がたく

べられるし

みかんにブ

と言って何

じゃあ、今

子さんがヒ

助成が開始

す！ 村民だ

習慣病に対

６g（平成

摂取」（毎

ーの脂質は

に豊富に含

物繊維は胃

血中脂肪や

まとめた報

下が「ほぼ確

咽頭・喉頭

摂取量が1

が誘因とな

詰まると虚

多く含む食

の効果のあ

果物を食べる

でなく、さま

なお通じを迎

性食物繊維

秘解消に適

ルーツ、さ

なくなり、ニ

タミンAな

おススメ）

ム、カリウ

られます。ま

した。 

ーツ２コ、バ

        

-11- 

  

  

  

すね！ 

くさんある

し、味付け

ブドウに…

何でも食べ

今日はりん

ヒブワクチ

始されます

だより、よ

対して高い

19年度）

毎日くだも

はほとんど

含まれている

胃や小腸内

やコレステ

報告書によれ

確実」と判

頭がんです

1日400

なって脳の

虚血性心疾患

食品を控え

あるビタミ

ることが効

まざまな身

迎えるため

維と溶けない

適した食物と

くらんぼ 

ニキビや肌

などが挙げ

 

ウムの摂取量

また、研究

バナナ２本、

      

   

  

  

 

るので、皆

けもいらな

…あ、キウ

べ過ぎはよ

んご１コに

チンの予防

す。早めに

よく見てみ

い予防効果が

）であり、

もの 200

ど含まれて

る食物繊維

内で粘性を

テロールが

れば、果物

判定された

す。また、

0～600ｇ

の血管に障害

疾患になりま

えるととも

ミンC、食物

効果的です

身体の不調

めには食物

い不溶性食

と言えます

がおススメ

肌荒れの原

げられます。

量が多いと

究結果から

ブドウ１房

   

  
 

 

皆さん、も

ないので手

ウイフルー

よくありま

にしようっ

防接種をし

に申請して

みます！ 

果があること

他国に比

グラム運

ておらず、

維は、水分

を持つこと

が上がりに

物を 

たのは、

この 

ｇ以上」

害 

ます。

もに、

食物 

す。 

調の原因 

物繊維の 

食物繊維 

す。 

メ） 

原因になる

。 

と、骨密度

ら、「うんし

房、かき２

    

  
 

 

もっと積極

手軽に食べ

ーツも♪

ませんよ。

っと。 

しましたよ

てください

とが近年の

比べるとまだ

運動）を実践

同じ重さの

分を含んで

とから、脂

くくなりま

引

分

れ

ナ

圧

ることも。新

度の低下を抑

しゅうみか

２コ、なし１

― 村

― 第

 

  編集・

  

  

  

極的に

べられ

。 

よね。

いね。

の国際的な

だまだ摂取

践し、体の

のお菓子の

で膨張するこ

脂肪や糖質

ます。 

みか

３

高血圧は、

引き金とな

分（ナトリ

れます。果物

ナトリウムの

圧予防に効果

果物と

 高血圧！

新陳代謝を

抑制できた

かん」の摂取

コ、桃２コ

村民課福

第 １２

発行   小

   

  

  

ショ

１コで

クジラ

村

な研究で明ら

取量が足り

の中からキ

のエネルギ

ことから満

質の吸収を

かん７コで

２２kcal

は、脳卒中や

なり、その最

ウム）の摂

果物はカリウ

ムの排泄を促

果的です。

！

を促し、肌

たとの調査

摂取が閉経に

コ、グレープ

福祉係

２２ 号

小笠原村総

  
 

 

ョートケーキ

で ３４４k

ラの伝言板

村民課福祉係

2－3939

らかになり

りません。

キレイにな

ギー量と比

満腹感を与

を抑制した

や心臓病な

最大の原因

摂り過ぎと

ウムを多く

促すので、

 

肌を健康に

査結果があ

に伴う骨密

プフルーツ

係 ― 

― 

総務課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

キ 

kcal

 
係 

9 

り  

なり、

比べて

与え、

たり、

などの 

因は塩 

と言わ 

く含み、

高血 

り、

密 

ツ１コ 



父島保育園入園式 入港日

固定資産価格等縦覧帳の縦覧（～30） 東京三弁護士会による法律相談（母島）

自衛官募集開始（～5/10）

海上保安官募集開始（～4/8） 小笠原村農業委員会委員選挙投票日（母島）

定期予防接種 眼科専門診療（父島 ～21）

亜熱帯農業センター施設公開・園芸教室

東京三弁護士会による法律相談（父島）

入港日

小笠原村農業委員会委員選挙投票日（父島）

高校図書館開放 母島森林生態系保護地域入林受付

高校図書館開放

16 金

17 土

日18

木

2 金

1

行　事　予　定日付 曜日日付 曜日 行　事　予　定

3 土

4 日

母島保育園入園式 出港日

出港日

春の全国交通安全運動（～15）

小笠原小学校・中学校入学式 眼科専門診療（母島 ～24）

母島小中学校入学式 父島ノヤギ駆除

小笠原高校入学式 ビーチクリーン（大村海岸）

ヘルスアップ教室 入港日

東京都小笠原住宅あき家入居応募締切

乳幼児健診（父島） 電話による無料法律相談

原付免許学科試験申込締切

入港日

原付免許学科試験

19 月

6

24 土

23 金

22
7

火

10 土

木

20 火

21 水

水

8 木

9 金

5 月

第2回小笠原タートロン大会（父島）

高校図書館開放 高校図書館開放

出港日

出港日 地域振興に係る補助事業応募締切

母島巡回労働相談

乳幼児健診・歯科健診

小笠原村農業委員会委員選挙告示

狂犬病予防注射（父島） 小笠原村診療所の休診（父島：午後のみ）

ギャラクティック・キッズ（父島）

村民意見・提案・相談受付

行政相談所の開設（父島）

狂犬病予防注射（母島）

父島ノヤギ駆除 小笠原村診療所の休診（父島：終日）

固定資産税第１期納付期限

26 月

27 火

25 日

13 火

14 水

15

10 土

11 日

木

12 月

29 木

28 水

30 金

昭和の日

入・出港日




